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東京六稜会に新会長が就任
新会長挨拶新会長挨拶 理事会報告理事会報告

常任幹事会報告常任幹事会報告

本年より太田省三氏よりバト
ンを引き継ぎ、東京六稜会の会
長を拝命しました助野健児で
す。私は海外駐在の期間が長
かったこともあり、北野高校卒
業以来、母校卒業生として同窓
会等の活動に携わることがあま
り出来ませんでした。これから

東京六稜会会長　助野健児（85期）

母校のために少しでも恩返しが出来ればという思いで、東
京六稜会会長をお引き受け致しました。

さて、本秋号が皆様のお手元に届く頃には、アメリカの
大統領、日本の内閣総理大臣が決まっていると思います。
経済安全保障をめぐる米中の対立、その両国の狭間にある
我が国の立場は予断を許さないものがあります。世界各国
に対して、しっかりと我が国としての考え方や方針を、安
易に妥協することなく主張していくことが益々重要となり
ます。そのためには、グローバルベースで活躍できる人材
の育成とともに、日本の基礎技術、生産技術を世界のトッ
プレベルにまで引き上げていくことが求められます。

北野高校卒業生の方々は、経済界をはじめ多くの分野で
ご活躍されております。東京六稜会では、これら各界でご
活躍のOB・OGの方々と若手卒業生が、肩肘を張ることな
くオープンに交流や意見交換ができる場を提供することな
どで、貢献していきたいと考えております。そのために今
般、会規の見直しを行い、例えば過去に役員・常任幹事の
経験があれば、一般会員でも役員に立候補できることにし
ました。これにより新しい人材が幅広い層から選ばれて同
窓会活動を担っていき、開かれた東京六稜会が実現するも
のと考えます。

会員の皆様におかれましても、オープンで楽しい同窓会
活動にするためのアイデア等ございましたら、是非ご提案
下さいますよう宜しくお願い申し上げます。

助野　健児（すけの　けんじ）氏プロフィール
1954年兵庫県神戸市生まれ。1977年京都大学法学部卒業

後、同年富士フイルム（現富士フイルムホールディングス）入
社。英国駐在、米国現地法人CFO、経営企画部長、常務取締
役等を経て、2016年、富士フイルムホールディングス及び富
士フイルム代表取締役社長、2023年より取締役会長。

趣味は音楽鑑賞、読書、阪神タイガース応援。2023年か
ら財界人を中心とするタイガース応援会「阪神猛虎会」の世話
役も務める。

7月13日及び9月10日に臨時理事会を開催した結果を踏ま
え、10月5日の理事会で下記の通り決定した。
 1 . 会規改正等

会規を改正（4～9ページ参照）し、年会費免除に関す
る規定と役員選出規定を設け、常任幹事会附議。

 2 .  理事の退任および新任
退任理事　多賀正義（76期）　永井　司（77期）
新任理事　小國敏和（93期）　村井正親（96期）

 3 .  事務局長、委員長交代
事務局長　　多賀正義　→　谷藤慶一
財務委員長　谷藤慶一　→　小國敏和
会報委員長　永井　司　→　村井正親

 4 .  本会の所在地を以下に移す
〒101-0041
東京都千代田区神田須田町1丁目7番8号
VORT秋葉原Ⅳ　2F　東京六稜会

 5 .  ゆうちょ登録変更
丸の内本店から神田郵便局に移す

 （会報委員長　永井司 77期）

2024年第2回常任幹事会は10月5日15時～16時半、新
丸の内ビル京大オフィスにて行われました。理事会メンバー
含め、全体で50名が出席しました。

常任幹事会は助野会長の「東京六稜会は会員相互の交流
に加え、同窓会活動を通じて、社会貢献をめざしていく」と
いう力強いあいさつに始まり、そのあと、役員改選が行わ
れました（理事会報告参照）。そして次に東京六稜会の会規
改正という大きなアジェンダがありました。特記事項として
は役員の選出方法及び条件の変更、並びに決算予算の承認
権限が理事会から常任幹事会となったことが挙げられます。
その後、各委員会からの報告がなされました。総務委員会
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東京六稜会に新会長が就任

新理事紹介新理事紹介

クラブOBOG会クラブOBOG会

からは六稜会館における151周年総会について、財務委員
会からは会報への協賛広告の依頼状況について、事業委員
会からは東京六稜倶楽部の実施状況、各分科会及び各同好
会の活動状況について報告がなされました。

東京六稜倶楽部では7月よりハイブリッドの講演は中止と
なり、現在は会場での講演のみとなっています。会報委員
会からは会報の予定及び送付要領と料金の値上げについて、
会員委員会からは今年度の年会費の納入状況について、
OBOG委員会からはこれまでの活動報告と今後の合同懇親
会の実施について、ビジネス交流委員会からは第3回講演
の実施状況と、第4回安藤広大氏による講演予定について
報告されました。

最後に、この常任幹事会をもってご退任の多賀理事、永
井理事のあいさつをもって終了となりました。お二人のご尽
力に幹事一同心からお礼を申し上げます。

幹事会終了後は、コロナ禍後は初めてとなる懇親会が
「丸の内BASE」にて実施され、46名が参加し、和やかな雰
囲気の中、互いに交流を深めることができました。

 （総務委員　三角智子 94期）

9月12日、OBOG会の代表者会議が開催されました。代
表が交代したクラブもあり、まず各代表の自己紹介から始
まって、本年度の活動報告ならびに今後の活動計画の提案
がなされました。

次に、6月2日に開催された「クラブ対抗ゴルフ大会」につ
いて活動報告が行われました。また活動計画については、

11月22日に「フィオーリア六本木」にてクラブ合同懇親会を
開催することが決定されました。

期を問わず、クラブ仲間の集まりは同じ体験をした仲間に
しかない連帯感があり、楽しいですよ!これからもクラブ
OBOG委員会では楽しい企画を続けていきますので、皆様
もぜひ、新たな仲間への呼びかけをお願いします !
●クラブ対抗ゴルフ大会レポート

6月2日、昨年度と同様、佐倉カントリー倶楽部にて「クラ
ブ対抗ゴルフ大会」を開催。帰宅部を含め、7クラブから総
勢21名が参加し、自慢の腕を競い合いました。

スタート直後は生憎の小雨模様だったものの、皆様の熱
意が通じたのかすぐに雨も止んで、言い訳のできない絶好
のゴルフ日和の下でのラウンドとなりました。

優勝はサッカー部、準優勝はテニス部という結果で、そ
の他のクラ
ブは早くも
リベンジに
燃えている
ようで す。
また、本会
では定員に
満たないク
ラブは混成

チームを編成し、どなたでも気楽に楽しめるようにしていま
すので、来年も多くの方々の参加をお待ちしてます。
 （クラブOBOG委員会長　日野泰成 91期）

小國　敏和（おぐに　としかず）93期
一橋大学法学部卒後、現三菱UFJ信

託銀行入社、外資系信託会社、外資系
証券会社勤務。2012年東京六稜会総
会幹事。在学中はバスケットボール部
に在籍。

村井　正親（むらい　まさちか）96期
東京大学法学部卒業後、農林水産省

入省、同省の他内閣官房で勤務し、
2024年退官。北野在学中は剣道部に
所属し、現在も折に触れ竹刀を振る。
趣味はジョギング、トレッキング。
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会
規
大
改
正
 !

本
年

春
、

新
体

制
の

下
で

の
初

回
理

事
会

に
お

い
て

「
会

規
の

一
部

が
現

状
に

即
し

て
い

な
い

」
な

ど
の

意
見

が
出

さ
れ

、
こ

の
際

全
面

的
に

見
直

し
を

行
う

こ
と

と
な

り
、

会
規

改
正

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
が

立
ち

上
が

り
ま

し
た

。
こ

の
チ

ー
ム

の
素

案
を

基
に

理
事

会
は

下
記

の
と

お
り

の
改

正
案

を
決

定
し

、
去

る
10

月
5日

の
常

任
幹

事
会

に
お

い
て

承
認

さ
れ

ま
し

た
。

主
な

改
正

点
は

次
の

と
お

り
で

す
。

 1
 . 

予
算

・
決

算
の

承
認

権
限

を
理

事
会

か
ら

常
任

幹
事

会
に

移
し

ま
し

た
。

（
従

来
は

、
理

事
会

決
定

の
報

告
を

受
け

る
だ

け
で

し
た

。）
 2

 . 
会

長
を

は
じ

め
と

す
る

理
事

会
構

成
員

の
選

出
規

定
を

整
備

し
ま

し
た

。
（

常
任

幹
事

会
で

選
出

さ
れ

る
こ

と
に

変
更

は
あ

り
ま

せ
ん

。）

 3
 . 

年
会

費
免

除
規

定
を

整
備

し
ま

し
た

。（
免

除
さ

れ
る

範
囲

に
変

更
は

あ
り

ま
せ

ん
。）

こ
の

ほ
か

、
各

委
員

会
に

多
く

の
会

員
が

参
加

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
言

わ
ば

「
出

入
り

自
由

」
と

す
る

こ
と

や
慣

行
と

し
て

行
わ

れ
て

き
た

「
特

別
会

員
」

の
規

定
を

新
設

す
る

な
ど

、
大

幅
な

改
正

に
な

り
ま

し
た

。
是

非
一

度
下

記
の

「
新

旧
対

照
表

」
及

び
P9

の
「

東
京

六
稜

会
役

員
選

出
規

定
」

に
も

目
を

通
し

て
い

た
だ

き
、

よ
り

多
く

の
皆

さ
ん

の
参

加
・

参
画

を
目

指
し

た
改

正
で

あ
る

こ
と

を
ご

理
解

い
た

だ
き

た
い

と
存

じ
ま

す
。
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史
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京
六
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会
会
規
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令
和
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10
日
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事
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同
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月
5日
常
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事
会
承
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）
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、
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日
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及
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会

規
名

称
現
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の

ま
ま

 
第

1
条

の
「

設
立

年
月

日
」

は
会

規
名

称
の

下
に

書
く

。
 

第
1

条
 

 
本

会
は

、東
京

六
稜

会
と

称
し

、大
阪

府
立

北
野

高
校

な
ら

び
に

そ
の

前
身

校
の

卒
業

生
及

び
出

身
者

で
首

都
圏

に
居

住
す

る
者

を
会

員
と

し
て

組
織

す
る

。
 

設
立

年
月

日
：

昭
和

３
３

年
（

１
９

５
８

年
）

５
月

２
３

日
 

１
．

本
会

は
、

東
京

六
稜

会
と

称
し

、
首

都
圏

に
居

住
す

る
、

大
阪

府
立

北
野

高
校

及
び

そ
の

前
身

校
の

卒
業

生
並

び
に

前
記

各
校

の
出

身
者

を
会

員
と

し
て

組
織

す
る

。
 

２
．

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

特
に

希
望

す
る

者
は

理
事

会
の

承
認

を
得

て
、

特
別

会
員

と
な

る
こ

と
が

で
き

る
。

特
別

会
員

の
義

務
等

は
前

項
の

会
員

と
同

様
と

す
る

。
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1
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内

容
に

変
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和

３
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年
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１
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年
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月
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日
 

１
．

本
会

は
、

東
京

六
稜

会
と

称
し

、
首

都
圏

に
居

住
す

る
、

大
阪

府
立

北
野

高
校

及
び

そ
の

前
身

校
の

卒
業

生
並

び
に

前
記

各
校

の
出

身
者

を
会

員
と

し
て

組
織

す
る
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２
．

前
項

の
規

定
に

か
か

わ
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ず
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特
に

希
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す
る

者
は
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事
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の

承
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を
得

て
、

特
別

会
員

と
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る
こ

と
が

で
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る
。

特
別

会
員

の
義

務
等

は
前

項
の

会
員

と
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る

。
 

・
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1
項
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て
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性
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。
 

・
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追
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。
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（
目

的
）

 
 

 
 

第
２

条
 

本
会

は
、会

員
の

親
睦

を
図

り
、母

校
の

発
展

を
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 
本

会
は

、会
員

の
親

睦
を

図
り

、母
校

の
発

展
を

支
援

し
、社

会
に

貢
献

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

「
社

会
貢

献
」

を
追

加
 

（
事

業
）

 
 

 
 

第
３

条
 

本
会

は
、

第
２

条
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
、

総
会

・
常

任
幹

事
会

・
理

事
会

・
各

委
員

会
の

開
催

、会
員

名
簿

の
作

成
、

会
報

の
発

行
、東

京
六

稜
倶

楽
部

、そ
の

他
の

事
業

を
行

う
。 

本
会

は
前

条
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
に

、
総

会
・

常
任

幹
事

会
・

理
事

会
・

各
委

員
会

の
開

催
、

会
員

デ
ー

タ
の

管
理

、
東

京
六

稜
倶

楽
部

の
運

営
、

そ
の

他
の

事
業

を
行

う
。

 

用
語

の
修

正
の

み
、

規
定

の
中

身
に

変
更

な
し

。
 

（
経

費
）

 
 

 
 

第
4

条
 

 
本

会
の

経
費

は
、

会
費

、
寄

付
金

、
広

告
料

、
そ

の
他

の
収

入
を

も
っ

て
、

こ
れ

に
充

て
る

。
 

本
会

の
経

費
は

、
会

費
、

寄
付

金
、

広
告

料
、

そ
の

他
の

収
入

を
も

っ
て

、
こ

れ
に

充
て

る
。

 
変

更
な

し
。

 

（
会

員
の

義
務

）
 

 
 

 

第
5

条
 

1．
会

員
は

、
別

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

年
会

費
を

納
め

る
も

の
と

す
る

。
年

会
費

は
、

理
事

会
が

決
定

し
、

常
任

幹
事

会
の

承
認

を
得

る
。

但
し

、
4

月
1

日
現

在
、

満
88

歳
以

上
の

会
員

、
な

ら
び

に
終

身
会

員
は

免
除

す
る

。
 

2．
会

員
は

、
会

員
情

報
（

氏
名

・
住

所
・

電
話

番
号

（
携

帯
番

号
を

含
む

）・
FA

X
番

号
・

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
・

職
業

・
勤

務
先

・
在

校
時

の
ク

ラ
ブ

・
そ

の
他

の
個

人
情

報
）

を
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。
ま

た
、

会
員

情
報

に
変

更
あ

る
時

も
同

様
と

す
る

。
 

１
．（

１
）

会
員

は
、

別
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
年

会
費

を
納

め
る

も
の

と
す

る
。た

だ
し

、終
身

会
員

及
び

学
生

会
員

に
つ

い
て

は
別

に
定

め
る

基
準

に
よ

り
年

会
費

を
免

除
す

る
。

 
  

 （
２

）
年

会
費

の
額

及
び

年
会

費
免

除
の

基
準

は
、

理
事

会
が

決
定

し
、

常
任

幹
事

会
の

承
認

を
得

る
。

 
２

．
会

員
は

、
会

員
情

報
（

氏
名

・
住

所
・

電
話

番
号

（
携

帯
番

号
を

含
む

）・
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

・
職

業
・

勤
務

先
・

在
校

時
の

ク
ラ

ブ
・

そ
の

他
の

個
人

情
報

）を
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。ま
た

、会
員

情
報

に
変

更
あ

る
と

き
も

同
様

と
す

る
。

 

現
行

の
但

し
書

き
部

分
は

不
正

確
な

た
め

 
会

費
免

除
の

基
準

を
別

途
定

め
る

こ
と

と
す

る
改

正
、

現
状

変
更

な
し

。
 

   FA
X

番
号

を
削

除
 

（
会

計
）

 
（

会
計

）
 

（
決

算
及

び
予

算
）

 
 

第
6

条
 

1．
本

会
の

会
計

年
度

は
、毎

年
１

月
１

日
か

ら
12

月
31

日
ま

で
と

す
る

。
 

１
．本

会
の

会
計

年
度

は
、毎

年
1

月
1

日
か

ら
12

月
31

日
ま

で
と

す
る

。
 

重
要

改
正

ポ
イ

ン
ト

の
一

つ
。

 
決

算
・

予
算

の
承

認
権

を
理

事
会

か
ら

常
任

幹
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2．
会

計
事

務
は

、
事

務
局

が
行

い
、

前
年

度
の

決
算

及
び

当
該

年
度

の
予

算
を

作
成

し
、

理
事

会
の

承
認

を
得

、
常

任
幹

事
会

に
報

告
す

る
。

 

２
．

前
年

度
の

決
算

及
び

当
該

年
度

の
予

算
は

、
理

事
会

が
決

定
し

、
常

任
幹

事
会

の
承

認
を

得
る

。
 

事
会

へ
移

行
す

る
。

 

（
基

金
）

 
 

 
 

第
7

条
 

本
会

は
、必

要
に

応
じ

、基
金

を
創

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。 

本
会

は
、

必
要

に
応

じ
、

基
金

を
創

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。 

変
更

な
し

。
 

（
役

員
及

び
職

務
）

 
（

役
員

及
び

職
務

）
 

（
役

員
及

び
そ

の
選

任
）

 
 

第
8

条
 

1．
本

会
に

次
の

役
員

を
置

き
、

任
期

は
2

年
と

す
る

。
 

 
但

し
、

重
任

を
妨

げ
な

い
。

 
 

会
長

 
：

１
名

 
常

任
幹

事
会

で
選

出
す

る
。

 
 

副
会

長
 ：

１
名

 
理

事
の

中
か

ら
会

長
が

委
嘱

す
る

。
 

 
理

事
 

：
９

名
以

内
 

常
任

幹
事

会
で

選
出

す
る

。
 

 
常

任
幹

事
：

各
卒

業
期

別
毎

に
互

選
（

若
干

名
）

す
る

。 
 

監
事

 
：

１
名

 
常

任
幹

事
会

で
選

出
す

る
。

 
２

．
 

⑴
会

長
は

本
会

を
総

括
し

、
代

表
す

る
。

 
⑵

副
会

長
は

、会
長

を
補

佐
し

、必
要

に
応

じ
代

行
す

る
。 

⑶
会

長
、

理
事

は
、

理
事

会
を

構
成

す
る

。
 

ま
た

、
理

事
は

原
則

と
し

て
第

13
条

の
委

員
会

の
委

員
長

あ
る

い
は

第
14

条
の

事
務

局
長

を
兼

務
す

る
。

 
⑷

常
任

幹
事

は
、

常
任

幹
事

会
を

構
成

す
る

。
 

⑸
監

事
は

、
本

会
の

決
算

を
監

査
す

る
。

 

１
．本

会
に

次
の

役
員

を
置

き
、任

期
は

２
年

と
す

る
。た

だ
し

、
重

任
を

妨
げ

な
い

。
 

①
会

長
 ：

１
名

 
会

長
は

本
会

を
統

括
し

代
表

す
る

。
 

②
副

会
長

：
２

名
以

内
 

副
会

長
は

、
会

長
を

補
佐

し
、

必
要

に
応

じ
代

行
す

る
。

 
③

理
事

 ：
９

名
以

内
 

理
事

は
、

理
事

会
の

構
成

員
と

し
て

、
理

事
会

の
決

定
に

参
画

し
、

原
則

と
し

て
第

１
３

条
の

委
員

会
の

委
員

長
又

は
第

１
４

条
の

事
務

局
長

を
兼

務
し

、
各

所
掌

事
務

を
遂

行
す

る
。

 
 

④
常

任
幹

事
：

卒
業

期
毎

に
５

名
以

内
 

常
任

幹
事

は
、

常
任

幹
事

会
の

構
成

員
と

し
て

本
会

の
重

要
事

項
の

決
定

に
参

画
す

る
。

 
⑤

監
事

 ：
１

名
 

監
事

は
、

本
会

の
決

算
を

監
査

す
る

。
 

２
．

役
員

の
選

任
は

以
下

各
号

の
定

め
に

よ
る

。
 

⑴
会

長
、理

事
及

び
監

事
は

別
途

定
め

る
役

員
選

出
規

定
に

基
づ

き
常

任
幹

事
会

に
お

い
て

選
出

す
る

。
 

⑵
副

会
長

は
会

長
が

委
嘱

す
る

。副
会

長
の

う
ち

最
低

１
名

は
理

事
の

中
か

ら
委

嘱
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

⑶
常

任
幹

事
は

卒
業

期
毎

に
互

選
す

る
。互

選
に

よ
り

選
出

し
難

い
場

合
そ

の
他

必
要

が
あ

る
場

合
は

会
長

が
委

嘱

副
会

長
2

名
以

内
と

し
た

の
は

、
次

期
会

長
候

補
が

理
事

で
な

い
場

合
、

会
長

就
任

前
に

理
事

会
メ

ン
バ

ー
と

し
て

参
加

可
能

と
な

る
よ

う
に

枠
を

確
保

す
る

。
通

常
、

副
会

長
は

1
名

の
み

 
と

す
る

予
定

。
 

 「
役

員
選

出
規

定
」

案
の

概
要

以
下

の
と

お
り

 
・

常
任

幹
事

会
で

の
選

出
に

当
た

っ
て

は
前

任
者

が
候

補
者

１
名

を
推

薦
す

る
。

前
任

者
に

よ
る

推
薦

が
で

き
な

い
場

合
は

会
長

又
は

理
事

会
が

推
薦

す
る

。
 

・
前

記
被

推
薦

者
以

外
に

候
補

と
な

ろ
う

と
す

る
会

員
は

次
の

2
条

件
を

満
た

す
こ

と
に

よ
り

候
補

者
と

な
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

規
定

に
定

め
る

役
職

を
務

め
た

か
務

め
て

い
る

こ
と

 
常

任
幹

事
３

名
以

上
の

推
薦

が
あ

る
こ

と
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す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

（
顧

問
）

 
 

 
 

第
9

条
 

会
長

経
験

者
は

、
顧

問
に

就
任

す
る

。
 

１
．

本
会

に
顧

問
を

置
き

、
任

期
は

２
年

と
す

る
。

 
た

だ
し

、
重

任
を

妨
げ

な
い

。
 

２
．会

長
は

前
会

長
に

顧
問

を
委

嘱
す

る
ほ

か
、必

要
に

応
じ

、
そ

の
他

の
会

員
に

顧
問

を
委

嘱
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
３

．
顧

問
は

理
事

会
の

諮
問

に
応

じ
る

。
 

会
長

経
験

者
全

員
が

顧
問

に
就

任
す

る
も

の
で

は
な

い
こ

と
な

ど
顧

問
に

関
す

る
規

定
を

整
備

す
る

。
 

（
総

会
）

 
 

 
 

第
10

条
 

年
１

回
、

総
会

を
開

催
し

、
本

会
の

事
業

報
告

・
決

算
報

告
を

行
う

。
 

総
会

は
年

１
回

開
催

し
、

本
会

の
事

業
報

告
及

び
決

算
報

告
を

行
う

。
 

内
容

に
変

更
な

し
。

 

（
常

任
幹

事
会

）
 

 
 

 

第
11

条
 

１
．

常
任

幹
事

会
は

、
会

長
、

理
事

、
監

事
の

選
出

、
 

  
  

な
ら

び
に

本
会

の
重

要
事

項
を

協
議

す
る

。
 

２
．

常
任

幹
事

会
は

、
年

２
回

開
催

す
る

。
但

し
、

必
要

に
応

じ
、

臨
時

会
を

開
催

で
き

る
。

 

１
．

常
任

幹
事

及
び

次
条

の
理

事
会

構
成

員
は

常
任

幹
事

会
を

構
成

す
る

。
 

２
．

常
任

幹
事

会
は

会
長

、
理

事
及

び
監

事
を

選
出

す
る

ほ
か

、決
算

・
予

算
、本

会
規

の
改

正
そ

の
他

本
会

の
重

要
事

項
を

審
議

承
認

す
る

。
 

３
．常

任
幹

事
会

は
年

２
回

開
催

す
る

。た
だ

し
、理

事
会

の
決

定
に

よ
り

臨
時

会
を

開
催

で
き

る
。

 

参
考

：
現

行
第

８
条

２
．（

４
）

 
常

任
幹

事
は

常
任

幹
事

会
を

構
成

す
る

。
 

 理
事

会
構

成
員

も
常

任
幹

事
会

構
成

員
で

あ
る

こ
と

を
明

確
化

。
 

（
理

事
会

）
 

 
 

 

第
12

条
 

１
．理

事
会

は
、予

算
、決

算
、そ

の
他

の
重

要
事

項
を

 審
議

・
決

定
す

る
。

 
２

．理
事

会
は

、年
３

回
開

催
す

る
。但

し
、必

要
に

応
じ

、
臨

時
会

を
開

催
で

き
る

。
 

１
．

会
長

、
副

会
長

、
理

事
、

監
事

及
び

事
務

局
長

は
理

事
会

を
構

成
す

る
。

 
２

．
理

事
会

は
予

算
、

決
算

、
本

会
規

の
改

正
及

び
本

会
の

重
要

事
項

に
関

し
常

任
幹

事
会

に
提

出
す

る
案

並
び

に
そ

の
他

本
会

の
運

営
に

関
す

る
諸

事
項

を
審

議
決

定
す

る
。 

３
．

理
事

会
は

年
２

回
以

上
開

催
す

る
。

 

参
考

：
現

行
第

８
条

２
．（

３
）

 
会

長
、

理
事

は
理

事
会

を
構

成
す

る
。

 
 上

記
現

行
8

条
の

規
定

を
明

確
化

し
た

。
 

 理
事

会
の

重
要

権
限

の
一

部
を

常
任

幹
事

会
に
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移
行

す
る

。
 

（
委

員
会

）
 

 
 

 

第
13

条
 

1．
本

会
に

、
 

総
務

委
員

会
（

総
会

、
常

任
幹

事
会

）
 

財
務

委
員

会
（

広
告

、
寄

付
）

 
事

業
委

員
会

（
東

京
六

稜
倶

楽
部

、
そ

の
他

事
業

）
 

会
報

委
員

会
（

年
2

回
の

会
報

の
発

行
）

 
会

員
委

員
会

（
会

員
名

簿
、

会
費

）
 

ク
ラ

ブ
O

BO
G

委
員

会
（

ク
ラ

ブ
O

BO
G

会
）

 
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
委

員
会

（
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
会

）
 

を
置

く
。但

し
、臨

時
の

委
員

会
を

置
く

こ
と

が
で

き
る

。 
2．

委
員

は
、

会
長

が
委

嘱
し

、
任

期
は

2
年

と
す

る
。

但
し

、
重

任
を

妨
げ

な
い

。
 

１
．

本
会

に
、

次
の

委
員

会
を

置
く

。
各

委
員

会
は

（
 

）
内

の
事

項
を

所
掌

す
る

。
た

だ
し

、
理

事
会

の
決

定
に

よ
り

臨
時

の
委

員
会

を
置

く
こ

と
が

で
き

る
。

 
総

務
委

員
会

（
総

会
、

常
任

幹
事

会
）

 
財

務
委

員
会

（
広

告
、

寄
附

）
 

事
業

委
員

会
（

東
京

六
稜

倶
楽

部
、

そ
の

他
事

業
）

 
会

報
委

員
会

（
年

２
回

の
会

報
発

行
）

 
会

員
委

員
会

（
会

員
デ

ー
タ

の
管

理
、

会
費

）
 

ク
ラ

ブ
O

BO
G

委
員

会
（

ク
ラ

ブ
O

BO
G

会
）

 
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
委

員
会

（
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
会

）
 

２
．

 
⑴

委
員

長
は

理
事

の
中

か
ら

会
長

が
委

嘱
す

る
。委

員
長

の
任

期
は

２
年

と
す

る
。

た
だ

し
、

重
任

を
妨

げ
な

い
。

 
⑵

委
員

は
当

該
委

員
会

の
委

員
長

が
委

嘱
す

る
。

 

各
委

員
会

に
関

す
る

部
分

に
つ

い
て

は
変

更
な

し
。

た
だ

し
、

会
員

委
員

会
の

「
会

員
名

簿
」

に
つ

い
て

は
「

会
員

デ
ー

タ
の

管
理

」
に

改
め

る
。 

 委
員

の
委

嘱
は

各
委

員
長

に
委

ね
る

こ
と

と
し

、
委

員
の

任
期

は
定

め
な

い
＝

出
入

り
自

由
と

す
る

。
 

（
事

務
局

）
 

 
 

 

第
14

条
 

１
．

本
会

に
事

務
局

を
置

き
、事

務
局

長
は

、会
長

が
委

嘱
す

る
。

任
期

は
２

年
と

す
る

。
但

し
、

重
任

を
妨

げ
な

い
。 

２
．

事
務

局
長

は
、

会
長

を
補

佐
し

、
本

会
事

務
全

般
（

理
事

会
・

会
計

等
）

を
所

掌
す

る
。

 
３

．
本

会
の

所
在

地
 

〒
33

6-
00

17
 

さ
い

た
ま

市
南

区
南

浦
和

2-
2-

1 
東

京
六

稜
会

 

１
．

本
会

に
事

務
局

を
置

き
、

事
務

局
長

は
理

事
又

は
会

員
の

中
か

ら
会

長
が

委
嘱

し
、任

期
は

２
年

と
す

る
。た

だ
し

、
重

任
を

妨
げ

な
い

。
 

２
．

事
務

局
長

は
、

会
長

を
補

佐
し

、
理

事
会

に
関

す
る

事
務

、
出

納
に

関
す

る
事

務
そ

の
他

各
委

員
会

の
所

掌
に

属
さ

な
い

事
務

を
所

掌
す

る
。

 
３

．
本

会
及

び
事

務
局

の
所

在
地

を
 

〒
10

1-
00

41
  

東
京

都
千

代
田

区
神

田
須

田
町

1
丁

目
7

番
8

号
 

・
事

務
局

長
に

つ
い

て
は

理
事

に
よ

る
兼

務
に

加
え

て
広

く
会

員
の

中
か

ら
会

長
が

委
嘱

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

・
3

の
本

会
所

在
地

に
つ

い
て

は
バ

ー
チ

ャ
ル

オ
フ

ィ
ス

の
立

ち
上

げ
完

了
に

伴
い

、
当

該
住

所
を

記
載

し
た

。 （
事

前
配

布
資

料
で

は
未

定
と

な
っ

て
い

た
。）
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東
京
六
稜
会
役
員
選
出
規
定

 1
 . （

用
語

の
定

義
）本

規
定

に
お

い
て

、
役

員
と

は
会

長
、

理
事

及
び

監
事

を
い

う
。

 2
 . （

候
補

者
の

推
薦

）役
員

の
候

補
者

と
な

ろ
う

と
す

る
者

は
次

の
い

ず
れ

か
の

推
薦

を
得

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
③

の
推

薦
を

得
よ

う
と

す
る

者
は

役
員

又
は

常
任

幹
事

若
し

く
は

委
員

会
の

委
員

を
務

め
て

い
る

か
又

は
務

め
て

い
た

者
に

限
る

。
①

　
前

任
者

の
推

薦
②

　
会

長
ま

た
は

理
事

会
に

よ
る

推
薦

③
　

常
任

幹
事

3名
以

上
の

推
薦

 3
 . （

候
補

者
の

届
け

出
）前

条
に

よ
り

候
補

者
と

な
ろ

う
と

す
る

者
又

は
前

条
の

推
薦

者
は

、
特

段
の

理
由

が
な

い
限

り
、

常
任

幹
事

会
の

開
催

2週
間

前
ま

で
に

、
候

補
者

と
な

ろ
う

と
す

る
者

の
氏

名
、

卒
業

年
、

現
職

、
略

歴
そ

の
他

の
事

項
及

び
就

任
し

よ
う

と
す

る
役

職
並

び
に

推
薦

者
の

氏
名

を
総

務
委

員
長

に
届

け
出

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 4

 . （
候

補
者

の
公

示
）総

務
委

員
長

は
前

条
の

届
け

出
内

容
を

常
任

幹
事

会
構

成
員（

以
下

構
成

員
と

い
う

。）
に

速
や

か
に

示
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 5

 . （
選

出
方

法
）候

補
者

が
複

数
の

場
合

は
出

席
構

成
員

の
投

票
に

よ
り

賛
成

多
数

を
得

た
者

が
選

出
さ

れ
、

対
立

候
補

不
在

な
ど

の
理

由
に

よ
り

投
票

の
必

要
が

な
い

と
認

め
ら

れ
る

場
合

に
は

拍
手

、
挙

手
そ

の
他

の
方

法
に

よ
り

出
席

構
成

員
の

過
半

数
の

賛
成

を
得

た
者

が
選

出
さ

れ
る

。
以

　
上

　
20

24
年

10
月

5日
よ

り
施

行

VO
RT

秋
葉

原
Ⅳ

 2
階

 
東

京
六

稜
会

 
と

す
る

。
 

（
会

員
情

報
）

 
 

 
 

第
15

条
 

本
会

は
、

第
5

条
に

定
め

る
会

員
情

報
の

収
集

、
登

録
、

利
用

に
関

し
、個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
法

令
等

を
厳

に
遵

守
す

る
。

 

本
会

は
、

第
5

条
に

定
め

る
会

員
情

報
の

収
集

、
登

録
、

利
用

に
関

し
、

個
人

情
報

保
護

に
関

す
る

法
令

等
を

厳
に

遵
守

す
る

。
 

変
更

な
し

。
 

（
会

規
の

施
行

日
）

 
（

会
規

の
施

行
日

）
 

（
会

規
改

正
）

 
 

第
16

条
 

本
会

規
は

20
23

年
1

月
28

日
よ

り
施

行
す

る
。

 
本

会
規

の
改

正
は

、
理

事
会

が
決

定
し

、
常

任
幹

事
会

の
承

認
を

得
る

。
 

会
規

施
行

日
は

附
則

に
移

動
し

、
し

か
る

べ
き

日
付

と
す

る
。

 

附
則

 
本

会
規

の
改

正
は

、理
事

会
が

決
定

し
、常

任
幹

事
会

の
承

認
を

得
る

も
の

と
す

る
。

但
し

、
軽

微
な

も
の

は
、

会
長

一
任

と
す

る
。

 

（
会

規
の

施
行

日
）

 
本

会
規

は
20

24
年

10
月

6
日

よ
り

施
行

す
る

。
 

「
但

し
、

軽
微

な
も

の
は

会
長

に
一

任
す

る
。」

を
削

除
し

た
上

で
附

則
か

ら
第

16
条

へ
移

動
。
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第67回東京六稜会総会　105期レポート
2024年6月22日（土）、日本工業倶楽部会館に160名が集

い、第67回東京六稜会総会が行われました。オリンピック
イヤーということで、“北野高校の体育と六稜魂”をテーマに
作り上げてきた今年の総会。写真を交えながら、当日の様
子を振り返っていきます。

【第1部　総会】
第1部は、助野健児・新会長（85期）

のご挨拶で開幕。第1回　ビジネス交
流会に登壇されたのをきっかけに会長
を務めることになったそうで、「母校へ
の恩返しをしたい」と力強く抱負を語っ
てくださいました。

続いては、8年間会長を務められた
太田省三・前会長（77期）がご登壇。東
京六稜会は強固なコミュニティとして
益々発展するであろうと期待を述べら
れました。また東京六稜会を代表し、
助野新会長から感謝の記念品が贈呈さ
れました。

次に祝辞を頂いたのは、2024年度
から六稜同窓会名誉会長に就任された
浅田充彦・校長です。今の北野高校
が、全国随一の進学実績を誇るだけで
なく、囲碁将棋部が全国大会に、山岳
部が近畿大会に出場するなど、クラブ

活動でも立派に活躍していることをご報告くださいました。
多賀正義・東京六稜会事務局長（76期）からの決算・予算

について会計報告、さらには東京六稜会の各種活動につい
てご説明頂き、最後に三谷秀史・特別委員会副委員長（82
期）より、150周年記念事業の報告がありました。

◆記念講演
ここからバトンは105期に渡され、注目の記念講演に移り

ます。代表幹事の山下浩一郎さんの進行の下、「私と六稜
魂」をテーマに講演を行ったのは、この日のためにはるばる
米国ヒューストンから駆けつけてくれた、小児心臓外科医の
安達偉器さん（105期）です。

安達さんは中学生の時、100期の花園出場のニュースを
見て、ラグビー部に憧れて北野高校に進学。しかし、入学
後はラグビーに打ち込む日々で勉強は後回し。2年生の時
は、当時のクラス担任だった篠崎先生との交渉を経て、無事

“仮進級”で3年生に上がれたそうです。会場にいらしていた
篠崎先生を前に、そんな当時の様子を、ユーモアを交えて
語ってくれました。

その後、ラグビーで負った怪我
の治療をきっかけに医学の世界に
興味を持ち、阪大医学部に進学。
5年生在籍時に阪大で行われた、
本邦における再開心臓移植一例目
に立ち会ったことを契機に小児心

臓外科医を志します。2年間のロンドン留学を経て渡米し、
以来、全米最大の小児医療施設であるテキサス小児病院に
て、小児心臓移植・人工心臓部門を統括してきました。

北野高校で身につけた、“より高みに達するために自分自
身に負荷をかけ、一見達成できないと思える壁を克服する”
その力は、これまでの過程で大いに活きたそうです。全北
野生に通じるものがあるのか、会場の皆さんも深く共鳴さ
れた様子でした。さらに、現在開発を進めている埋め込み
型人工心臓による機械心臓移植の実現性や、人間の心機能
を超える結果を機械心臓がもたらす可能性も語ってくれて、
機械心臓のパラアスリートがオリンピアンを凌駕する未来と
いう希望あふれる内容で講演は終了しました。

【第2部　懇親会】
会館の3階に場所を変え、ス

タートした第2部の懇親会。司
会を務めたのは、山路邦夫さん
と田川絵理さん（共に105期）と
いうサッカー部 主将・マネー
ジャーコンビです。今も健在の
チームワークで、テンポよく会場を盛り上げてくれました。

まずご登壇頂いたのは、早嶋茂・六稜同窓会会長（87
期）。北野の校舎があった場所を歩いて巡るツアーを大阪で
開催した際、大先輩の方々も颯爽と踏破され、北野の体育
で鍛えられた体力が思わぬところで発揮されたというお話を
交えつつご挨拶を頂きました。そして乾杯は、1957年から
1987年まで30年間、北野で体育教師を務められ、懇親会
の企画のために大阪からお越し頂いた、野々村博先生にご
発声を頂きました。

◆105期　メイン企画
各テーブルで懐かしき仲間や先輩、後輩と話に花を咲か

せ、会場の空気も温まってきたところで、いよいよ懇親会の
メイン企画です。野々村博先生、須原浩之先生（1964～
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第67回東京六稜会総会　105期レポート
2002年在任）、篠崎友宏先生（1988～
1998年在任、92期）を壇上に迎え、

「五輪年。北野体育の歴史に見る、六
稜魂」をテーマにお話をお伺いしまし
た。

断郊競走・水泳・縄跳びなど、北野
高校を語る上で欠かせない体育の伝統
行事について、先生のみぞ知る舞台裏
も含めて語ってくださったお三方。自
由律俳句作家、前田理容さん（105期、
前田亮さん）が詠んだ体育の悲喜交々
を織り交ぜつつ、トークは進んでいきま
した。会場には当時を思い出して、苦
笑いを浮かべる人も。“本物の縄”を今
回特別に学校からお借りしたところ、再
び跳んでみたいというチャレンジングな
方々から手が挙がり、現役大学生の柴
謙太さん（133期）は31回の前二重跳び

に成功。一躍会場のヒーローになりました。
最後に、“一流たれ”、“為せば成る”、“文武両道”といった、

先生方それぞれが考える六稜魂について語って頂き、私た
ちの中に根付いている、その唯一無二の精神を再認識した
ところで、メイン企画は幕を閉じました。

◆お楽しみ企画とジャンケン大会
続いては、岡田耕

周さん（105期）が社
長を務める水産物仲
卸、 株 式 会 社コウ
シュウご提供の「海
の幸詰め合わせ」を

3名にプレゼントするというお楽しみ企画。上田晃正さん
（105期）が仕切る中、豪華な海の幸の獲得を目指して、3人
の先生方との熾烈なジャンケン大会が行われました。

◆106期への引継ぎと校歌斉唱
代表幹事山下浩一郎さんから感謝のご挨拶のあとは、

106期の3名に総会幹事のタスキをつなぎ、毎年恒例の校
歌斉唱、万歳三唱をもって、第67回東京六稜会総会は盛会
のうちに閉会となりました。

最後に、105期のメンバーからのコメントで本レポートを
締めたいと思います。

笑いと感動と勇気を与えてくれた講演者の安達偉器さん
講演を受けるにあたり、より適任な

同期が沢山いるなかで、選んで頂いた
責任を感じました。自分であるが故の
場を創ることが、要求に応える術と考
えました。総会が、105期ならではの
ユニークさに溢れ、講演がささやかな

彩りとしての役割を果たしたのであれば、望外の喜びです。

抜群のチームプレーで魅せてくれた　司会進行の
山路邦夫さん・田川絵理さん

“六稜魂”とは。150周年記念史
『北野百五十年』にしたためられた記
録から“体育の歴史”に象徴されるの
ではないかと探求心をくすぐられ、
本企画はスタートしました。3先生の
エピソードに、世代問わず多くの参
加者の皆さんが、ほろ苦くも懐かしい当時に思いを馳せられ
たのではないでしょうか。関西からご参加下さいました先生
方、事前取材への同行等多大なるご協力を頂きました三谷
秀史さんはじめ総務委員会の皆様方、幹事として協力してく
れた105期の仲間たちに改めて感謝申し上げます。

我らがリーダー　105期代表幹事の山下浩一郎さん
北野高校を卒業して30余年。青春

時代を振り返りながら準備をしてきま
したが、これまで話した事がなかった
メンバーとも30年の時を経て仲良く
なり、私自身にとっても非常に良い
機会となりました。総会を通じて、

我々の根底には北野の伝統・六稜魂が力強く根付いている
事を再確認でき、皆で肩を組んでの校歌斉唱は最高の思い
出になりました。総会に携わって頂いた全ての関係者の皆さ
ま、ご協力頂き有難うございました ！ （幹事一同）
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東京六稜会の多彩な活動　～みなさんもぜひ参加しませんか？～
第3回ビジネス交流会報告

6月8日（土）、39名の参加者を得て、第3回ビジネス交流
会を開催しました。

当日の講師は、日本たばこ産業株式会社代表取締役副社
長等を歴任された86期の新貝康司さん。今回の講演では、
新貝さんのキャリアの中で心に残る経験を語っていただきま
した。

20代では、タバコ製造工場での現場マネジメントの経験
から「人を通じてしか成果を上げられない」と痛感したこと。
30代では、たばこ事業の中期技術計画の策定に携わる中で
アウトプット思考に目覚めたこと。また、海外たばこ企業M
＆Aや米国での活動を通じて得たスキルが、ご自身のキャリ
ア形成に極めて重要であったとのことです。そして会社と自
分自身の成長の機会を作るためには、「自分が会社のオー
ナーだったら」という思考を常に持つことが必要と指摘され
ました。

さらに、10年後のキャリアプ
ランを描きながら、3年後にはど
うありたいか、そのために今か
ら何を心掛け、どう行動すべき
かについて、具体的な経験を例
にしながらわかりやすくご説明い
ただいたことも印象的でした。

現在の新貝さんが注力されているのは、スタートアップへ
の直接支援や、スタートアップを育むエコシステムへの取組
みとのこと。常に将来を見通しながら問題意識を持ち、目
標に向かってやるべきことを着実に実行していくことの大切
さに、気付かせていただきました。

第4回のビジネス交流会は、11月16日（土）に株式会社識
学で代表取締役を務めておられる安藤広大さん（110期）を
講師にお招きして開催いたします。当日の様子は、2025年
春号にてご報告させていただきます。
 （ビジネス交流委員　村井正親 96期）

サッカー部
サッカー部OB会は79期、85

～89期、96期の合計20名のメ
ンバーが登録できています。

さらにこの輪を広げて行きた
いと思いますので、ゴルフ会・
懇親会への参加をお願いしま
す。
●24年5月21日

総武CCにてゴルフ＆懇親会
4組　10名（85～89期）

●24年6月3日
クラブOBOG会主催ゴルフコンペにて、
団体戦優勝（芝田、木島、今井チーム）

●24年7月3日
品川にて懇親会　10名（79期、84～85期）

●24年10月21日（予定）
中山CCにてゴルフ＆懇親会　4組　10名（84～89期）
参加ご希望の方は今井までご連絡を。

（今井英夫 85期）070-4173-5083
hideo.imai7000@gmail.com

六稜合氣会東京支部
コロ ナ 前 は 毎 回

10数人が集まってい
ましたが、コロナ明
け2回 目 の 親 睦 会
は、参加者が4名で
したのでいつもの会
場を変更しました。

会場の「ビヤホー
ル ライオン銀座7丁
目 店 」は、 現 存 す
る、日本最古のビヤホールです。創業当時から大切に残さ
れている昭和初期のレトロな雰囲気の中で、おいしいお料
理とビールを頂きながら、それぞれが10代の頃の懐かしい
話題に花を咲かせました。

次回の親睦会は12月4日（水）午後6時より、いつもと同じ
「ビアレストラン ライオン銀座7丁目店」にて開催予定。

また今秋、京都の古民家で阿部醒石先生の
遺墨展が開催されます。詳細は、「阿部醒石
先生遺墨展」のホームページ、または右のQR
コードでご覧ください。

幹事：野田美佳 94期（六稜合氣会東京支部事務局）
hitoetoawase@pm-ms.tepm.jp
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東京六稜会の多彩な活動　～みなさんもぜひ参加しませんか？～
ハンドボール部

ハンドボール
部東京OBOG会
は、恒例の集ま
りを、5月19日
に銀座で、9月
29日に 丸 の 内
で、それぞれ開
催しました。2

回合わせて14名（75期、79期、85期、99期、100期）が参
加。美味しいビールやワインとともに、楽しい時間を過ごし
ました。新たな参加者もあり、少しずつではありますが、つ
ながりの輪を広げていきたいと思います。

次回は、年明けの1月26日（日）を予定、その後も定期的
に開催する計画です。関東在住のOBOGの皆様のご参加を
お待ちしております。ご連絡は下記幹事まで。

（尾崎章 85期　Mail：ozkpp@b01.itscom.net）

バスケットボール部
OBOG 会

運営の一番
の 課 題は、
若手をいか
にして会に
呼び込むか
ということ。
その上でた
だ闇雲に来い来いというのではなく、若手が参加しやすい、
むしろ参加したくなるイベントを開催していこうとしていま
す。そうした取組みの一つとして、昨年から「バスケ練習試
合とバーベキューの会」を始めました。

練習試合は118期の齋藤君のご尽力で、プロが実際に試
合をするアリーナで開催。その効果もあって若手が大勢参
加してくれました。ちょうどその近くにバーベキュー施設が
あり、試合後は皆で移動してのバーベキュー。大変楽しい
ひと時でした。今後も毎年続けて行く予定です !

（喜多幡徹 100期）

ゴルフ同好会
私たちゴルフ同好会では、5月は千葉県、11月は神奈川

県にて年2回の定例コンペを開催しています。
今年5月の第18回コンペでは6名の初参加者をお迎えし

て、総勢17名が快晴の下、千葉県市原市の南総CCに集い
ました。新ペリア方式でのコンペは、昨年11月に相模原市
の長竹CCにて開催された第17回大会の優勝者、奥田和男

テニス同好会
年2回、春と秋にテニスを楽しんでいます。会場は、新大

久保のトマステニスコートや東京都のコートを使ったりして
いましたが、今では東京の調布市にある京王テニスクラブが
メインとなっています。砂入り人工芝コートが屋外に21面も
ある大きなテニスクラブで、設備も整っています。

第 18 回
東京六稜会
テニス同好
会「春の例
会」は5/18

（土）に行わ
れ、当日は
天 気 も よ
く、9名 の
参加があり、2面を使っての楽しいテニスでした。また2名
の新規参加者がありました。

テニス後の懇親会は希望者だけですが、必ず開催して親
睦を深めています。今回は調布駅近辺で17時から居酒屋で
行いました。テニスに参加した人7名、参加しなかった人2
名の合計9名で、76期から94期の幅広い仲間でワイガヤを

楽しみました。
次回は11/30（土）

に実施予定です。皆
さんも気楽に参加し
てください。お待ち
しています。
 （冨嶋公明 80期）

さん（79期）の2連勝で幕を
閉じました。

優勝杯授与式では、ご自
身で持参のカップを満面の
笑みで持って帰られました

（写真右）。写真左は、優勝
者以上に喜んでおられる本
クラブ会員の中村富士雄さ
ん（75期）です。

次回は11月15日に長竹
CCにて開催し、更に来年も
5月に開催します。特に初参加の方は大歓迎ですので、皆さ
まぜひご参加ください。参加ご希望の方は下記へご連絡い
ただければ幸いです。お待ちしております。

（髙木洋 86期）
meerbusch40670@gmail.com
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カラオケ同好会
2019年3月

に峯和夫さん
（65期 ）、 多
賀 正 義 さ ん

（76期 ）、 植
村 和 文 さ ん

（82期）の3人
によって発足
されたカラオケ同好会は、同窓生の楽しい集いの一つとし
て活発な活動を続けています。

6月は、東京六稜倶楽部講演会の講師も務められた作曲
家・シンガーソングライター大谷明裕さん（85期）を囲んで
大変楽しい会となりました。皆さん歌う歌はいろいろ。これ
ぞ北野 ! のイメージそのままダンディーボイスのシナトラあ
り、浪花恋しぐれ劇場（絶品!）、カラオケの王道、吉田拓郎
に中島みゆき、情感たっぷりの別離（イビョル）に和服姿で
CHU♡まで。同窓の輪の中で楽しい時間を共に過ごしてい
ます。

開催は、年4回、1・4・7・10月です。お問い合わせは以
下のメールでお願いします。

（土居啓子 96期）mkh-doi@chorus.ocn.ne.jp

日本酒同好会
2024年7月27日（土）「日本酒同好会2024夏の会」が、

東京駅からほど近い『かこいやオアゾ店』で開催されまし
た。参加者は、9
名（ 男 性6名、 女
性3名 ）。65期 か
ら96期 ま で 幅 広
く、初参加の方も
3名いらっしゃいま
した。2テーブル
に分かれて座り、
お料理を食べなが
ら最初はお決まりのビールで乾杯 ! 日本酒12銘柄飲み放題
ということもあり、テーブルごとに皆さま次々と注文。「甘
口が良いかな？ いやもう少し辛口の方が…」と、日本酒談義
にも花が咲きました。

途中で一通りの自己紹介があり、常連さんも初参加の
方々も和気あいあいと、あっという間の2時間でした。
今後の予定： 「2024秋の会」：11月9日　中目黒

「2025お花見の会」：来春3月28日　半蔵門
（原田知可子 78期）

見学等同好会分科会
当分科会は

2019年以降、
コロナの影響
もあり休眠状
態が続いてい
ました が、6
月9日 に「 東
京国立天文台
見学会」を開催しました。これは東京天文台教授であり、ハ
ワイ・マウナケアの「すばる望遠鏡」プロジェクトを指揮した
家正則さん（80期）のご発案で実現したもので、東京国立天
文台三鷹キャンパスに総勢47名で訪問。宇宙科学の歴史や
ハッブル望遠鏡、さらにはすばる望遠鏡の開発物語、宇宙
科学の未来など魅力満載の講義をを受けた後、歴史的な天
文台設備や各種資料などを、家教授および休日出勤してい
ただいた事務局の方やアルバイトの学生さんのご案内で1時
間ほど見学しました。

同窓生とはいえ、事前の入場者登録手続き、当日は入場
無料で大勢の人数を、昼食をはさんで3時間にわたりアテン
ド頂いた家教授および関係者の方々に、感謝あるのみです。
 （橋口喜郎 78期）
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リフォームから超高層ビルまで気軽にご相談ください

kodaira@dream.com ０３－５４８４－３５１２ 東京六稜会ゴルフ・テニス

古平真建築研究所　一級建築士　古平 真（85 期）

2024秋　15



東京六稜倶楽部　毎月第3水曜日　卓話とランチの会

東京六稜倶楽部は、月に一度、知的好奇心を刺激する
会。お一人でもお仲間とでも予約なしに参加できる、同窓
生の集いです。多彩な講師の興味深いお話があり、食事を
しながらの交流のひとときがあります。多くの皆様のご参加
をお待ちしております。 （事業委員長　今井美登里80期）
■各講師の文末のQRコードで講演録をご覧いただけます。

井上さんが哲学に興味を持った
のは、北野時代の担任、田上泰昭
先生の影響。国語の授業を潰し
て、サルトルが世に問いかけた

「文学は飢えた子供の前に何が出
来るか？」をテーマに、クラスで討
論する貴重な機会を設けて下さっ
たそうです。哲学と同

様に現代美術はコンセプトが大事とされ、講演
ではご自身の作品のコンセプトについて解説して
いただきました。

11月4日～9日「銀座コバヤシ画廊」にて、
井上さんの個展が開催されます。

「自らの専門領域で社会貢献を
追求することが、プロスピーカー

（JPSA）としての生き方」とおっ
しゃる伊豆原さん。保険会社のリ
スク管理分野では日本最高ランク
の 業 績をあげてこられ、 現 在、
JPSA認定のシニアプロスピー
カーとして精力的に活動されてい

ます。人間関係を円滑に進めるため、マネジメントの現場で
活用してきた「選択理論心理学」を、普通の日
常生活で誰もが簡単に応用できるよう、わかり
やすく解説していただきました。

難時代を迎えた世代。そのせい
か、同期にはユニークな職業に就
く人が多かったそうです。

作曲家・シンガーソングライター
の道へ進まれた大谷さんは、下積
み時代から地道に実績を積み上げ、
これまでに日本レコード大賞優秀
作品賞をはじめ数々の賞を受賞。

歌謡曲の世界でどのように曲が生まれて、どうい
う経緯で世に発表されるのか、業界のあれこれ
など貴重なお話を聞かせていただきました。

85期の皆さんは高度成長期に大学へ進学、在学中に第
一次オイルショックが勃発し、卒業する頃には未曾有の就職

地球温暖化対策のため、そして
持続可能な社会の実現に向けて、
再生可能エネルギーを活用した発
電技術の開発は重要な意義を持ち
ます。再生可能エネルギーの特徴
は「枯渇しない」「どこにでも存在
する」「CO2を増加させない」で
す。実際に運用されている再生可

能エネルギー発電の紹介や、岩本さんが商社マンとして建
設に携わってきた海外の太陽光発電プロジェクトのエピソー
ドが紹介されました。また現在商談が進行中の、
空気と水を原料とする発電技術のプロジェクトに
ついてもお話しいただきました。

「僕」「わし」「わたくし」「俺」
「拙者」などフィクションの中の登
場人物が一言話すだけで、その人
物の性別、年齢、職業や時代など
が瞬時に推測できる便利な言葉が

「役割語」です。日本の「役割語」
を海外の言葉に適切に翻訳するこ
とは不可能で、通常は無視して翻

訳されるといいます。世界でも広く読まれている村上春樹
の作品は、はじめから「役割語」を排除した翻訳語体を使う
ことで、独特で不思議な世界観が表現されてい
るというお話には引き込まれました。

金水さんは今年の「講書始めの儀」の進講者

第256回

4月 「現代美術と私」
井上直さん（79期）

第257回

5月 「幸せな人生を送るための心理学～選択理論」
伊豆原孝さん（94期）

第258回

6月 「歌謡曲あれこれ～あなたも作曲してみますか～」
大谷明裕さん（85期）

第259回

7月 「再生可能エネルギー発電の紹介」
岩本佳孝さん（81期）

第260回

8月 「『役割語』と翻訳、村上春樹のことなど」
金水敏さん（87期）
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東京六稜倶楽部　毎月第3水曜日　卓話とランチの会
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堤耳鼻咽喉科医院　2018年竣工
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代表取締役
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&
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株式会社 STUDIO  i
一級建築士事務所

STUDIO

i
Architects  &  Engineers

（第82期）

〒157-0067 東京都世田谷区喜多見14-25-6

E-mail：imai@mt-aca.com
2025/7/1 : うず福工房 成本洋子

共創チャレンジ 元気なび

コピーライターとして30年間の
キャリアを積み重ね、現在はフ
リーランスマーケッターとして活躍
しておられる津川さん。広告には
商品を買ってもらえるよう顧客を
説得する役割がありますが、この
説得技術と詐欺技術は全く同じ手
法がとられます。原始時代の広告

は口コミでしたが、時代が進むにつれて印刷物からテレビコ
マーシャルへと広告は広く大量に行き渡るようになりました。
巨大なネット情報時代を迎え、私たちは、毎日
のように詐欺広告にさらされています。騙され
ないためには、ごく普通の人が感じ取る“なんか
変”という直感が有効だと話されました。

会場案内図
THE BAGUS PLACE バグースプレイス
銀座2-4-6 銀座Velvia館 B1F
TEL 03-5524-3991

毎月 第3水曜日の開催
★受付 11:00から

講演 11:30から
会食 12:50から

なお、ベルビア館１Ｆのエントランスのエレ
ベーターは11:30からです。

東京六稜倶楽部では卓話の概要を講演録としてホームページ上に
公開しています。www.rikuryo.or.jp/activity/tokyo_club/

第261回

9月
「ネット情報時代の護身術
『騙されないためのマーケティング講座』」
 津川義明さん（79期））

（講演内容紹介：野田美佳 94期）

今後の講師  　 　
2024年
■11月20日 中田登志之さん 88期
■12月18日 野村良太さん 125期
2025年
■1月15日 田中　昭さん 75期
■2月19日 池尾愛子さん 87期
■4月16日 松田卓也さん 73期
■5月21日 助野健児さん 85期
■9月17日 小西篤子さん 79期

の1人に選ばれました。講演では、今春の園遊会での内輪
話もこっそり教えていただきました。
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東京六稜会からのお知らせ
会員委員会より

年会費の納入のお願い
－あなたの2,000円が会の活動を支えます－

東京六稜会は、皆さまからの年会費で運営されています。
今年も多くの会員から納入いただいていますが、まだの方
は12月までに納入くださいますようお願いします。
■納入状況

548名（納入率14.8%）（前年比▲8名）　＊8月末現在
■年会費　2,000円
■納入方法

◆会報同封の「ゆうちょ銀行用払込取扱票」を利用
現金での振込みには加算料金110円がかかります。
ゆうちょ銀行口座をお持ちで通帳またはカード利用で
振り込む場合には、この加算料金は不要です。

◆ネット銀行などによる電子振込を利用
ゆうちょ銀行ATMまで行かずに納入でき、便利ですの
でご活用ください。

■振込先

ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）支店
当座預金　0058722　東京六稜会

振込時には　名義人の後に卒業期をご記入ください。
（例）　　姓　キタノ　　名　イチロウ89

東京六稜会　終身会員募集　事前案内
－来年（2025年）は、81期、91期、101期の方が有利－

終身会員制度は、ご長寿終身会員および、一定額の寄附
をいただいた会員を終身会員とし、以降の年会費を免除す
るものです。2025年1月に募集案内しますので、ぜひお申
し込みください。
■ご長寿会員とは

88歳となられる卒業期の方は、自動的に終身会員となり
ます。来年（2025年）は68期の方が対象です。
■終身会員になるには

10万円以上の特別寄附をいただいくと終身会員となりま
す。以下の年齢に該当する方は特別寄附の額が軽減されま
す。2025年は以下の期の方が該当します。

75歳以上　3万円以上（69期～81期）
65歳以上　5万円以上（82期～91期）
55歳以上　7万円以上（92期～101期）
■終身会員証の送付

終身会員となられた方には「終身
会員証」をお送りします。

（会員委員長　白石俊己）

広告掲載・ご寄附にお礼申し上げます
皆様のご協力のおかげをもちまして、今回の秋号への協

賛広告、そして温かいご寄附をいただくことができました。
厚く御礼申し上げます。
春号におきましても、また、よろしくご協力をお願いいた

します。
10月より財務委員長の任に就きました。これからもどうぞ

よろしくお願い申し上げます。 （財務委員長　小國敏和）

財務委員会より

総務委員会より

終身会 員 証

第68回　東京六稜会総会のお知らせ
来年は、50歳を迎える106期が当番となります。大先輩

から働き盛り、新社会人、大学生まで、多くの皆さんのご参
加をお待ちしております。鬼に笑われても来年の予定に入
れておいてください。

現在のところ参加費は未定ですが、改めて東京六稜会報
2025春号や東京六稜会Facebook、各期MLなどでお知らせ
します。68期以前の方、および132期以降の方はご招待と
なりますので、参加費は無料です。
■開催日時 2025年6月21日（土）　午後1時～4時
■会場 日本工業倶楽部（東京駅から徒歩5分）
 千代田区丸の内1-4-6

（総務委員長　三谷秀史）

2024年9月7日、会報秋号の編集会議は、札幌在住の三
條場洋子さん（84期）の上京に合わせて銀座ライオンにて開
催。大分在住の杉本哲人さん（97期）は残念ながら欠席でし
たが、委員長の永井司さん（77期）、橋本操さん（73期）、村
井正親さん（96期）、平田倫子さん（96期）、原田佳子さん

（98期）、そして伊藤朋（94期）の7人が、久しぶりに顔を合わ
せました。この日も酷暑。始まりは、「とりあえずビール」か
ら。豊富なラインナップから各自選択、伊藤は「白穂乃香」
を。次は食べ物、「ソーセージ」「ピザ」「鶏の唐揚げ」と
続々。現役CA原田さんから、最年長の橋本さんまで、食べ
る、食べる! 飲む、飲む! 平田さんの人形作品が日本伝統工
芸展に入選したとの報に、一堂拍手喝采。官僚卒業の村井
さんは、いつもと違って余裕綽々の表情。この日、アメリカ
では、ドジャースの大谷翔平選手が古巣のエンジェルスと対
決。Made in USAを着た永井委員長が、村井さんを後継に推
薦したと明かし、一堂、またまた拍手喝采。―こんな編集会
議を経て、秋号は、無事発行にこぎつけたのでした。
 （伊藤朋 94期）

編集後記

18　2024秋



（東証プライム上場）

タカマツビルド

タカマツハウス関西

髙松 CG USA

68期　髙松孝之

2024秋　19
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東京六稜会役員・常任幹事一覧　※2024年10月現在
会長
	 85期	 助 野 健 児
副会長兼理事
兼総務委員長
兼六稜同窓会（大阪）担当
	 82期	 三 谷 秀 史
理事兼財務委員長
	 93期	 小 國 敏 和
理事兼事業委員長
	 80期	 今井美登里
理事兼会報委員長
	 96期	 村 井 正 親
理事兼会員委員長
	 89期	 白 石 俊 己
理事兼クラブOBOG委員長
	 91期	 日 野 泰 成

理事兼ビジネス交流委員長
	 94期	 大 鐘 美 明
理事兼事務局長
	 85期	 谷 藤 慶 一
監事
	 94期	 津 田 信 一
顧問
	 77期	 太 田 省 三
常任幹事
	 65期	 峯 　 和 男
	 66期	 西尾大次郎
	 68期	 高 端 正 直
	 69期	 石 垣 具 子
	 70期	 船 木 隆 夫
	 71期	 荒 木 光 明
	 72期	 船 戸 愛 正
	 73期	 牧 　 武 志

	 73期	 橋 本 　 操
	 74期	 松 山 正 之
	 74期	 深 山 欣 秀
	 75期	 清 水 知 子
	 75期	 田 部 一 恵
	 75期	 雫 石 　 潔
	 76期	 大 野 一 郎
	 76期	 多 賀 正 義
	 76期	 平 野 裕 幸
	 77期	 永 井 　 司
	 77期	 細 見 裕 子
	 78期	 橋 口 喜 郎
	 78期	 原田知可子
	 79期	 坂 田 東 一
	 79期	 清 徳 則 雄
	 79期	 山 上 芳 昭
	 79期	 成 本 洋 子

	 80期	 稲 田 正 俊
	 80期	 小 糸 　 栄
	 81期	 中井加明三
	 81期	 中村豊四郎
	 81期	 西 田 美 博
	 82期	 植 村 和 文
	 82期	 森 　 和 之
	 83期	 西 野 　 成
	 84期	 藤 村 吉 男
	 84期	 三條場洋子
	 85期	 安原富美子
	 86期	 亀 井 克 一
	 86期	 新 貝 康 司
	 86期	 高 木 　 洋
	 87期	 田 中 和 明
	 87期	 田 上 妙 子
	 88期	 伊 藤 敦 子

	 88期	 濱 名 一 実
	 89期	 立 花 則 子
	 90期	 河 野 次 郎
	 91期	 三 浦 泰 夫
	 91期	 谷島由紀子
	 92期	 羽田野達夫
	 92期	 中 川 恵 子
	 93期	 植 田 久 子
	 93期	 宮 本 直 子
	 94期	 伊豆原　孝
	 94期	 稲 垣 京 子
	 94期	 野 田 美 佳
	 94期	 三 角 智 子
	 95期	 谷 垣 建 有
	 96期	 岡 崎 尚 行
	 96期	 田中真由子
	 96期	 土 居 啓 子
	 96期	 蓑 原 律 子

	 97期	 杉 本 哲 人
	 97期	 嶋 武 正 郎
	 97期	 羽 石 彩 子
	 97期	 三 原 成 鉄
	 97期	 室 田 伸 一
	 98期	 祐 谷 昌 彦
	 98期	 粟 津 律 子
	 99期	 神宅謙一郎
	 99期	 戸 坂 陽 子
	100期	 工 藤 憲 二
	100期	 高見ゆき子
	100期	 宮崎英津子
	100期	 横山ちひろ
	101期	 辻 　 哲 哉
	101期	 間 嶋 健 次
	101期	 伊 藤 道 栄
	102期	 金 本 朗 彦
	102期	 土 原 豊 一

	104期	 今 川 渡 祥
	104期	 松 本 隆 志
	105期	 山下浩一郎
	105期	 田 川 絵 理
	105期	 島 田 映 子
	110期	 林 　 美 樹
	111期	 片 山 真 澄
	111期	 塚 本 　 渉
	113期	 中 塚 麻 子
	114期	 太 田 悠 希
	114期	 徳 田 明 子
	117期	 高 橋 一 誠
	117期	 藤 崎 　 梢


